
　創立50周年を記念し、新しい時代に即応した在校生及び同窓生の教育・研究の活性化並びに大学院医学系研
究科・医学部の教育・研究環境の更なる整備を図ることを目的とする。

１．「学生＆職員ウェルビーイング施設」事業
２．医学部医学科・保健学科国際交流事業
　１）医学科・保健学科の学生・研究者・職員の海外派遣時
　　　の助成など
　２）外国人留学生・研究者への助成
　３）その他、研究・教育にかかわる国際交流事業への助成　
３.「秋田大学医学部50年史」発行
４．記念講演会の開催
　　日時：令和７年10月４日（土）13時15分～
　　会場：あきた芸術劇場ミルハス ※終了後、記念式典を開催
５．その他医学部創立50周年記念に関する必要な事業

　5億円

　本事業の趣旨に賛同する個人及び法人等で次に該当する方
●秋田大学医学部医学科同窓会 ●秋田大学医学部保健学科同窓会
●秋田大学医学部医学科後援会 ●秋田大学医学部保健学科後援会
●秋田大学の教職員及び旧教職員（退職者を含む） ●篤志家及び法人等（企業・団体等）

　令和６年８月１日より令和７年７月31日まで

　一定額以上のご寄附（個人：10万円以上、
法人：50万円以上）をいただいた方への謝
意の表明として、学生&職員ウェルビーイ
ング施設内にご芳名を刻印した銘板を掲示
させていただく予定にしております。更
に、記念講演会にご来賓としてご招待させ
ていただきます。
　学生&職員ウェルビーイング施設内の銘
板は、ご寄附金額に応じて右記のようにな
ります。
※特に高額のご寄附に関しては、謝意とし
て施設名称等の検討に際してご芳名の使
用を考慮させていただきます。詳細は、
記念会へお問い合わせ願います。

目的

事業内容

募金目標額

募金の対象

募集期間

寄附金の募集について
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謝　　　　意

銘板の掲示（ブロンズスポンサー） 10 50

　　〃　　（シルバースポンサー） 30 100

　　〃　　（ゴールドスポンサー） 50 200

　　〃　　（プラチナスポンサー） 100 500

個　人 法人・団体
単位：万円

　秋田大学医学部は、戦後初めて設置された国立大学医学部として、1970年4
月1日に創設されました。薾来50年の年月が経過し、2020年4月に創立50周年
を迎えました。
　秋田大学医学部は、実地医療に即した医師と研究者の養成、地域医療との
連携、学部体制の柔軟な運営を創立の理念といたしました。この理念は当時
としては極めて斬新なもので、多くの新進気鋭の教員がこの理念に共感して
全国各地から参集いたしました。
　その後、教職員一同のたゆまぬ努力と卒業生や各界からの力強いご支援に
より、秋田大学医学部は着実に発展を遂げて参りました。創立後54年となる
今、秋田大学医学部は東北地方の中で確固たる医学の先進的拠点としての地
位を固め、日本の医学界や医学教育界より高い敬意を払われる学部となりま
した。秋田大学医学部の卒業生は、秋田県内はもとより全国各地の医療の最
前線で活躍しています。また、アカデミズムの世界においても、全国各地の
医学部に教授を輩出しており、戦後の新設大学の中でも輝かしい存在として
認知されています。また、秋田大学医学部附属病院は秋田県の医療の中心的

存在であるとともに、秋田県における医療の最後の砦として大きな存在感を示しており、先の新型コロナ禍
においても大きな指導力を発揮しました。国際交流の分野においては、欧米やアジア各国の歴史ある卓越し
た大学との活発な交流を拡大しており、学術面、教育面での国際化を積極的に推進しています。
　秋田大学医学部は2009年4月から大学院部局化を行い、大学院の教育研究に重点をおいた医学部としての
アイデンティティーを示し、21世紀COEプログラムやグローバルCOEプログラムに代表される卓越した生命
科学研究の拠点として功績を積み上げて来ました。また高いがん死亡率や脳血管循環器病死亡率、少子高齢
化、高い自殺率、新興感染症など県内のみならず広く日本や世界レベルの大きな問題・命題に対しても全学
組織の各センターと協力し、研究、教育、診療の3方面で秋田から世界へと発信を続けております。さらには
先端的な医理工連携プロジェクトに代表される優れた地域連携研究開発の拠点として成果を挙げておりま
す。教育面では高度専門職業人としての医師やコメディカルスタッフの育成という理念とともに、大学院の
教育研究の発展を目指している一方で、医学科、保健学科ともに全国トップクラスの国家試験合格率を誇っ
ております。同時に、医学科において地域枠入学者の受け入れや地域医療教育カリキュラムの充実により秋
田県や世界に貢献できる優れた医療人養成にも力を入れて、社会貢献・地域貢献にも積極的に努めています。
　2004年の国立大学法人化以後、大学行政や地域医療を取り巻く環境が厳しさを増す中で、大学及び医学部
の社会で果たすべき役割が厳しく問われるようになっています。秋田大学医学部のこれまでの医学教育、医
学や生命科学、医療活動での実績に安住することなく、厳しい環境の中で今後の一層の飛躍と発展に向けて、
さらなる努力を求められることになります。これからも「地域に根ざしつつ、世界に飛躍、発展する医学部」
として飛翔するために、創立50周年を迎えた今こそ、次の飛躍に向けた秋田大学医学部の新たなビジョンを
構築し、皆様とともにその基盤を確固たるものにする必要があります。
　大学院及び学部における教育、研究、診療の更なる水準の向上に努め、内外における秋田大学医学部の地
位をゆるぎないものにするため、この創立50周年記念事業をひとつの契機としたいと考えております。50周
年記念事業を行うに際しては、「学生＆職員ウェルビーイング施設」事業、国際交流事業、「秋田大学医学部
50年史」発行、記念式典・記念講演会等を主要事業とする記念募金を行うことを計画いたしました。数多く
の同窓生がすでに県内外の医学界において枢要な地位を担い、若い同窓生が秋田県内で活躍しはじめている
現状を踏まえ、同窓生や秋田大学医学部をご支援いただく皆様が一体となって集う場として記念式典・記念
講演会を行い、秋田大学医学部の一層の発展に寄与するものと確信しております。
　何卒、ご趣旨をご理解いただいた上、本事業の達成に皆様の多大なご協力を賜りたく、哀心よりお願い申
し上げます。

　令和６年７月

趣　　意　　書

秋田大学医学部
創立50周年記念会
会 長 小泉ひろみ
（秋田県医師会会長）

個　　人　　　　　　　　1口：  5,000円

法　　人（企業・団体）　1口：50,000円

1・2F 学生・職員がゆったりと自主学習やミーティングに使える
ラウンジをイメージした共有スペース（飲食可）

3F プレスリリースルーム・収録ブース（Webミーティング可）

学生・職員ウェルビーイング施設イメージ


